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1. 長寿命化修繕計画の背景と目的 

御船町が管理している道路橋は、現時点で 123 橋あります。このうち 46％の橋梁

が 1955年～1973 年の高度成長期に建設されました。また、建設後５０年以上を経

過した橋梁の割合は、現在約 50％ですが、20 年後には約 85％まで急激に増加しま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、今後、急速に老朽化が進む橋梁に対して、劣化・損傷が著しくなって対

策を行う事後保全型の維持管理を続けた場合、橋梁の修繕・架替えに要する費用が増大

することが懸念されます。 

そこで、御船町では、人の体と同様に、橋梁も定期的に点検（健康診断）をして、予

防保全型の修繕（早期治療）を行うことで、将来的な LCC の低減及び道路交通の安全

性の確保を図るために、「橋梁長寿命化修繕計画」を策定しました。 

計画策定後、橋梁点検結果及び修繕実績による知見も蓄積されたこと、また近年点検

あるいは修繕に関する効果的、効率的な新技術も多く公表、活用されていることから、

御船町においてもこれらの新技術活用することを含め、今般、「御船町長寿命化修繕計

画」を改訂しました。 

 

 

 

 

  

      
      

      

      

      

■50年以上経過 ■50年未満 
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事
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LCC イメージ図 

事後保全型 

予防保全型 
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2. 御船町の橋梁の現状 

現在御船町では 5 年に 1 度の計画的な点検を実施していますが、高度経済成長期

に建設された橋梁は高齢化しており、さらに通行車両の増加に伴い、コンクリートあ

るいは鋼材に損傷が生じ始めています。 

現在、御船町が管理する 123橋の判定区分は下記のとおりです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

40%

49%

11%

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

判定区分 区分 定義 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい
状態 

Ⅲ 早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じ
る可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべ
き状態 

49橋 

14橋 

60橋 
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3. 長寿命化修繕計画の基本方針 

3-1 老朽化対策における基本方針 

本計画の運用により、これまでの致命的な損傷を受けてから大規模な補修や架け替え

をする「事後保全型」から、損傷が小さいうちに計画的かつ適切な補修をする「予防保

全型」に転換することで、より少ない費用で橋梁の長寿命化を図ります。また、点検及

び修繕を実施するのにあたっては、効率かつ効果的な新技術を活用し、また、施設の集

約化・撤去を推進することで、維持修繕費の縮減を図ります。 

 

橋梁の損傷の事例 

 

完成から 50年経過した橋梁の路面(床版)の一部が抜け落ち。（日本国内 2020年） 

参照：日経 XTECH 

 

 

2018年イタリアのジェノバで崩落した橋梁。1980年代から橋梁から破片等が落ち

てくる状態だったにもかかわらず、放置をした結果、このような大惨事が起きました。 

参照：CNN 
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3-2 新技術の活用方針 

近年、維持管理に係る技術開発が積極的に行われています。橋梁の維持管理において

も定期点検の効率化や高度化を図る点検支援技術や補修工事の省力化やコスト削減を

図るための補修工法など、新技術・新工法が開発されています。 

御船町では、持続可能な維持管理を実現するために、定期点検や補修工事の際に新技

術等の活用について検討を行い、有効な技術を積極的に取り入れて、効率的・効果的な

維持管理ならびにコスト削減を図ります。 

 

点検 

御船町が管理する橋梁のうち、座女木大橋、矢形川虹の大橋は山間部に架かる長大橋

であり、いずれも高橋脚であることから、その他中規模の橋梁 6 橋を含め計 8 橋を定

期点検時に従来の橋梁点検車に替わりドローンを用いた点検を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上により、令和 13年度までに、8橋を対象に 2回の点検で約 640万円のコス

ト縮減を目指します。  

従来技術 

点検車による橋梁点検 

新技術の活用 

ドローンによる橋梁点検 

座女木大橋の点検状況 
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修繕（工事） 

御船町が管理する橋梁の多くは、コンクリート橋であり（全体の 97％）、修繕内容

は、ひびわれ補修工、断面修復工が中心となります。 

よって、比較的な損傷の軽い 44橋（グループ P）を対象にひびわれ注入工を従来の

低圧注入工法に替わり、新技術のひび割れ補修浸透性エポキシ樹脂塗布工法を採用しま

す。また、床版、主桁等への雨水の侵入防止のための伸縮装置の取替えを従来の荷重支

持型から伸縮装置及び床版防水の一体型工法を採用することで約15％のコスト削減を

目指します。 

 

ひび割れ補修浸透性エポキシ樹脂塗布工法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伸縮装置及び床版防水の一体型工法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上により、縮減されるコストは、計 44橋で、令和 13年までに、約 2,350万円

のコスト縮減を目指します。  

従来技術 

低圧注入工法 

新技術の活用 

浸透性エポキシ樹脂塗布工法 

従来技術 

荷重支持型伸縮装置 

新技術の活用 

床版防水の一体型工法 
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3-3 集約化・撤去に関する具体的な方針 

限られた予算の中で持続可能な維持管理を行っていくためには、維持管理コストの縮

減に加え、将来的に橋梁の集約化や撤去を検討していく必要があります。 

集約化・撤去を検討する橋梁は、周辺環境や利用状況等を踏まえて決定します。なお、

橋梁の集約化・撤去を行う上では、橋梁を利用する地元住民の方々の理解と協力が必要

となります。そのため、地元と合意形成を図りながら、丁寧に検討を進めていきます。 

 

今後御船町では管理する 123橋のうち、周辺環境及び利用状況を踏まえ、かつ地元

住民の合意形成が可能な 2橋を集約化・撤去を目指します。 

 

 

 

3-4 費用の縮減に関する具体的な方針 

御船町においてはこれまでに進めてきた計画的かつ予防的な維持管理を更に推進す

ることで、橋梁の健全度を良好な状態に維持し長寿命化すると共に、修繕・架け替えに

係る費用を抑え、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）を縮減ならびに予算の平準化を図り

ます。 

また、予算の平準化にあたっては、定期点検結果による「橋梁の健全度」と橋梁諸元

や架橋状況などによる「橋梁の重要度」を考慮して対策の優先順位を決定し、対策時期

の調整を行います。 

また、新技術の活用、管理にする橋梁の集約化・撤去を実施することで、維持修繕に

係るコストを縮減します。 

以上の結果、コスト縮減の数値目標は下記のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

  

単位：万円

補修工事 調査設計 点検 全体事業費

当初計画 69,904 7,600 10,140 87,644

見直し計画 67,554 7,600 9,500 84,654

縮減額 -2,350 0 -640 -2,990

R4からR13までの修繕計画

総事業費の想定縮減額
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4. 修繕等に関する優先順位 

①点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講じま

す。 

②対策の優先順位は、損傷程度(判定区分)、橋長、第 3者被害、ネットワークの

重要性（緊急輸送道路）、洗堀等から総合的に判断します。 

 

対策の優先順位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

橋梁名 
判定 

区分 
橋長 

第 3者 

被害 

緊急輸送 

道路 
基礎の洗堀 

●●橋 Ⅳ 15ｍ以上 対象 該当 あり 

〇△橋 Ⅲ 15ｍ以上 対象 該当 あり 

●〇橋 Ⅱ 15ｍ以上 非対象 該当 あり 

◇橋 Ⅱ 15ｍ未満 非対象 該当しない なし 

◇△橋 Ⅰ 15ｍ未満 非対象 該当しない なし 

・・・・・・ ・・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 
低 

高 

優
先
順
位 

橋梁の洗堀状況（町外の橋梁） 

 

第 3者被害対象(北園橋) 
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橋長 15m（上下）による重要度の仕分け 

 

 

 健全性の診断において、判定区分ⅡまたはⅢと判定された橋梁は措置(対策や監視)を

行います。 

ただし、橋長 15ｍ未満の橋梁は構造的な特徴として、急激な損傷進行が生じにくい RC

構造の橋や、ボックスカルバート形式の割合が多く、過去の橋梁点検の結果からも経年的な

劣化推移が穏やかであるため、橋長 15ｍ以上と 15ｍ未満では措置の方針は異なります。 

判定区分Ⅳと診断された橋梁は、橋長に関係なく緊急に対策を行います。 

 

1）橋長 15ｍ以上の措置 

◆判定区分Ⅰ：次回点検まで措置は行いません。 

◆判定区分Ⅱ：次回点検までに対策(補修・補強)を行います。 

◆判定区分Ⅲ：次回点検までに対策(補修・補強)を行います。なお、判定区分

Ⅱの橋梁より優先します。 

◆判定区分Ⅳ：緊急に対策(補修・補強等)を行います。 

 

2）橋長 15ｍ未満の措置 

◆判定区分Ⅰ：次回点検まで措置は行いません。 

◆判定区分Ⅱ：次回点検まで監視（道路パトロール）を行います。 

◆判定区分Ⅲ：基礎の洗堀や第三者被害が想定される損傷がある橋梁、緊急輸

送道路を構成する橋梁、及び緊急輸送道路を跨ぐ橋梁は対策

（補修・補強）を行いますが、これらに該当しない橋梁は次回

点検まで監視（道路パトロールおよび担当職員による点検）を

行います。 

◆判定区分Ⅳ：緊急に対策(補修・補強等)を行います。 

 

※対策：補修・補強、撤去を指す。なお、緊急に対策を行えない場合は通行規

制・通行止めとします。 

※監視：当面対策の適応を見送ると判断された損傷に対し、変状の挙動について

追跡的に把握します。 

 

（熊本県橋梁長寿命化修繕計画 R4.2より抜粋） 

 

次ページに優先順位のフロー図を記載します。 
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優先順位のフロー図 

 

 

 



5.個別橋梁の修繕計画一覧 点：点検　　設：補修設計　　工：補修工事

橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回

ﾋﾑｷﾊﾞｼ 17.5 3.8 1964

日向橋 58
ﾅﾅﾀｷﾊﾞｼ 36.0 4.0 1990

七滝橋 32
ﾀﾙﾐｽﾞﾊﾞｼ 14.4 2.3 1953

足水橋 69
ｶﾐﾀｶﾉﾊｼ 34.1 6.0 1977

上高野橋 45
ﾋﾙｵﾊｼ 28.7 4.5 1981

昼尾橋 41
ﾊｹｱｲﾊｼ 23.5 4.0 1964

吐合橋 58
ｲｼﾏﾀﾊﾞｼ 19.9 3.3 1968

石間田橋 54
ﾀﾏﾑｼﾊｼ 52.3 4.0 1971

玉虫橋 51
ｺﾞｳｼｷﾊｼ 35.0 5.6 1972

川鴫橋 50
ｲﾁﾉｾﾊｼ 15.9 3.6 1973

一の瀬橋 49
ｼﾓﾀｶﾉﾊｼ 35.6 4.5 1974

下高野橋 48
ｱﾏｷﾞﾊﾞｼ 44.4 6.0 1974

甘木橋 48
ｵﾁｱｲﾊﾞｼ 28.3 9.1 1977

落合橋 45
ﾖｼﾑﾀﾊﾞｼ 15.5 7.0 1980

吉無田橋 42
ﾔｾﾊﾞｼ 38.0 5.0 1983

八勢橋 39
ﾏﾂﾉﾊｴﾊｼ 29.3 3.5 1990

松の生橋 32
ｼﾝﾋﾑｷﾊｼ 49.0 10.0 2009

新日向橋 13
ｺｶﾞﾜﾉﾊﾞｼ 5.6 2.6 1965

小川野橋 57

ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工

橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC単純床版橋

C単純T桁＋RC単純床版橋

H4 Ⅲ R51

2 H4 Ⅲ R5
PC床版橋

想定対策工
構造形式

橋梁名 グルーピングNO
点検結果

5 H8 Ⅱ R7
PCスラブ桁橋

4 H8 Ⅱ R7
PCスラブ桁橋

3 H5 Ⅲ R5

H30

H29

H30

H27

H27

8 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工、鋼補修工RC床版鋼I桁橋

H29

H30

7 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RC3径間連続床版橋

6 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RC2径間連続T桁橋
H30

H30

11 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工PC床版橋

10 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

３径間RC単純床版橋

H30

H29

9 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工、鋼補修工

鋼2径間単純I桁橋

14 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工、鋼補修工

鋼単純Ｈ桁(非合成)

H30

H30

13 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋

12 H8 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工ポステンT桁橋

H29

H30

17 H8 Ⅱ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工ポステン中空床版橋

16 H8 Ⅱ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工PCポステン単純中空床版橋

H30

H29

15 H8 Ⅱ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工PC単純ﾎﾟｽﾃﾝT桁橋

18 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC中実床版橋

H30

設点 

点  設  工 点     

 点  設 工  点    

R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

  点 工

 

  設 点 工    点  

  設 点 工    点

 

工 点     点    

  点・設  工   点  

 

工 点     点    

点・工     点    

 

点・工     点     

工 点     点   

 

設 点・工     点    

点・工     点    

 

設 点・工     点    

設 点・工     点   

 

点・設 工    点     

設 点・工     点   

  点     点   
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橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回
想定対策工

構造形式
橋梁名 グルーピングNO

点検結果
R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

ﾌｷﾉｾﾄﾊﾞｼ 5.1 2.8 1965

吹野瀬戸橋 57
ﾑｶｴﾏﾁﾊﾞｼ 3.5 4.6 1969

迎町橋 53
ﾄﾖｼﾏﾊｼ 5.4 3.4 1969

豊島橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ230-6 5.2 3.6 1969
無名橋（230-6） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ214-3 4.8 2.9 1969
無名橋（214-3） 53
ﾌｼﾞｷﾊﾞｼ 3.7 3.4 1969

藤木橋 53
ｺｶﾞﾈﾊﾞｼ 3.5 2.8 1969

小眼鏡橋 53
ﾅｶﾍﾀﾐﾊﾞｼ 3.1 3.7 1969

中辺田見橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ73 2.0 5.0 1969

無名橋（73） 53
ﾊｯﾁｮｳﾊﾞｼ 10.7 3.0 1971

八丁橋 51
ﾌｸﾗﾊﾞｼ 11.5 4.6 1938

福良橋 84
ﾓｼｮｳｼﾞﾊﾞｼ 2.8 3.3 1953

茂生寺橋 69
ｳﾘﾔﾏﾊﾞｼ 4.2 4.5 1957

瓜山橋 65
ﾔｸﾞﾁﾊﾞｼ 9.0 2.7 1964

矢口橋 58
ﾑﾗｼﾀﾊﾞｼ 6.6 3.6 1966

村下橋 56
ﾅｶｲﾘﾊﾞｼ 6.5 3.3 1967

中入橋 55
ｻﾝｿﾞｳﾊﾞｼ 3.6 5.0 1969

三蔵橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ157 8.4 4.5 1969
無名橋（157） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ121 7.5 2.5 1969
無名橋（121） 53

20 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC単純床版橋

H30

H30

19 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC中実床版橋

H30

23 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC単純床版橋

22 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC単純T桁橋

H30

H30

21 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC中実床版橋

26 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工石橋(アーチ)

H30

H30

25 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工石橋(アーチ)

24 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC中実床版橋

H30

H30

29 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純T桁橋

28 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工、鋼補修工鋼単純H桁(非合成)橋

H30

H30

27 H6 Ⅲ R5
ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工、表面
含浸工RC中実床版橋

32 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PCプレテン単純T桁橋

H30

H30

31 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

30 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

H30

H30

35 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

ボックスカルバート+橋梁橋

34 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純スラブ桁橋
H30

H30

33 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

37 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

36 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工PCスラブ桁橋

H29

H30
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橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回
想定対策工

構造形式
橋梁名 グルーピングNO

点検結果
R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

ﾑﾒｲｷｮｳ72-2② 5.4 2.3 1969
無名橋（72-2）② 53
ﾀﾞｲｲﾁｱｻﾏﾊﾞｼ 4.4 3.0 1969

第一浅間橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ334-2 4.3 3.6 1969
無名橋（344-2） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ322-1 4.2 6.5 1969
無名橋（322-1） 53
ｼﾓﾐﾁﾊﾞｼ 4.0 3.7 1969

下道橋 53
ﾑｹｲｷｮｳ6-2 3.7 3.0 1969
無名橋（6-2） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ80-1 3.1 6.5 1969
無名橋（80-1） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ203-3 3.0 4.1 1969
無名橋（203-3） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ215-1 3.0 7.2 1969
無名橋（215-1） 53
ｹｶｯﾀﾞﾊﾞｼ 2.8 2.6 1969

毛刈田橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ212-1 2.5 3.6 1969
無名橋（212-1） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ80-2 2.5 4.5 1969
無名橋（81-2） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ237-1 2.4 10.9 1969
無名橋（237-1） 53
ﾏﾄﾞｺﾛﾊｼ 14.4 3.5 1970

間所橋 52
ﾀﾞｲｲﾁｱﾏｶﾞｾﾊｼ 6.0 4.0 1970

第一天ヶ瀬橋 52
ﾀﾞｲｻﾝｱﾏｶﾞｾﾊｼ 5.5 3.6 1970

第三天ヶ瀬橋 52
ﾀﾞｲﾆｱﾏｶﾞｾﾊｼ 4.0 3.6 1970

第二天ヶ瀬橋 52
ﾑﾒｲｷｮｳｼﾞﾝﾊﾞｽﾃｲﾏｴﾊｼ 8.3 12.6 1971
無名橋（陣バス停前） 51
ﾑﾒｲｷｮｳｷﾉｸﾗｼｮｳｶﾞｯｺｳﾊｼ 7.3 4.7 1971
無名橋（木倉小学校前） 51

38 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

H30

H30

41 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

40 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

H30

H30

39 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

44 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

H30

H27

43 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

42 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RC溝橋(BOXカルバート)

H27

H30

47 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

石橋(アーチ)+ボックス橋

46 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

H30

H30

45 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

50 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RC単純床版+ボックス橋

H30

H30

49 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

48 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

H30

H30

53 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

52 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

H30

H30

51 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

2径間RC単純床版橋

56 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純T桁橋

H30

55 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RC単純中空床版橋

54 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

H30

H30
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橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回
想定対策工

構造形式
橋梁名 グルーピングNO

点検結果
R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

ﾜﾀｾﾊﾞｼ 6.0 3.7 1971

渡瀬橋 51
ｵｵﾋﾗﾊﾞｼ 13.5 2.2 1972

大平橋 50
ｺﾞｹｾﾊﾞｼ 10.0 3.6 1972

五ヶ瀬橋 50
ｳﾜｲﾜﾔﾄﾞｳﾊﾞｼ 5.2 2.4 1973

上岩屋堂橋 49
ﾀｶﾔﾏﾊﾞｼ 4.4 3.0 1973

高山橋 49
ﾀﾞｲｲﾁｻﾞﾒｷﾊｼ 8.6 2.9 1974

第一座女木橋 48
ﾀﾞｲﾆｻﾞﾒｷﾊｼ 7.0 3.0 1974

第二座女木橋 48
ﾑﾒｲｷｮｳﾐﾂﾀﾏｴﾊｼ 6.3 4.0 1974
無名橋（光多前） 48
ﾁｶﾗｲｼﾊｼ 12.6 4.0 1975

力石橋 47
ｶﾐｳﾒｷﾞﾊﾞｼ 8.4 3.5 1975

上梅木橋 47
ｼｮｳｺｳﾀﾞﾊｼ 8.2 3.0 1975

庄溝田橋 47
ｲｼﾋﾞﾂﾊﾞｼ 11.0 3.0 1989

石櫃橋 33
ﾊｹｱｲﾊｼﾐｽﾞｺｼ 9.0 3.6 1989
吐合橋（水越） 33
ｱｹﾒﾉﾊｼ 12.9 4.0 1990

明目野橋 32
ﾑﾒｲｷｮｳ334-13 2.9 9.1 2003
無名橋（334-13） 19
ﾑﾒｲｷｮｳ237-2 5.6 20.2 2009
無名橋（237-2） 13
ﾒﾇｷﾊﾞｼ 3.1 19.1 2012

目抜橋 10
ｺｳｺｳﾊﾞｼ 2.5 6.9 1969

高校橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ131-1 3.6 5.6 1969
無名橋（131-1） 53

H30

59 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純スラブ桁橋

58 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

H形鋼(不明)・PC桁橋

H30

H30

57 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

62 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

２径間RC単純床版橋

H30

H30

61 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

60 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC中実床版橋

H30

H30

65 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PCプレデン単純床版橋

64 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工、鋼補修工鋼単純Ｉ桁橋

H30

H30

63 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

68 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純スラブ桁橋
H30

H30

67 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工RC単純床版橋

66 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純スラブ桁橋
H30

H30

71 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RCボックス(2.9×0.9)橋

70 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純スラブ桁橋
H30

H30

69 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

PC単純スラブ桁橋

74 L Ⅰ R7 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

ボックスカルバート橋

H27

H27

73 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RCボックス(2.7×1.5)橋

72 P2 Ⅱ R5 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

ボックスカルバート橋

H30

H30

75 L Ⅰ R7 橋面防水、表面含浸、ひ
びわれ補修工

RC溝橋(BOXカルバート)
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橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回
想定対策工

構造形式
橋梁名 グルーピングNO

点検結果
R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

ﾑﾒｲｷｮｳ22-1 2.7 7.5 1969
無名橋（226-1） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ76 2.5 6.6 1969

無名橋（76） 53
ｵｻﾞｶｺﾄﾞｳｷｮｳ 28.6 10.8 1992

小坂跨道橋 30
ﾂﾙｶﾒﾊｼ 29.4 5.0 1996

鶴亀橋 26
ﾓﾝｾﾞﾝﾊﾞｼ 8.3 5.1 2007

門前橋 15
ﾆﾀﾀﾞﾊｼ 5.6 6.0 2009

二只橋 13
ﾑﾒｲｷｮｳ72-2① 3.4 15.0 2011
無名橋（72-2）① 11
ﾛｸﾁｮｳﾒﾊﾞｼ 3.4 19.2 2012

六丁目橋 10
ﾖﾂﾉﾐﾔﾊﾞｼ 28.5 3.1 1934

四宮橋 88
ｱｷﾀﾀﾞﾊﾞｼ 60.4 8.0 1974

秋只橋 48
ｵｻﾞｶﾊﾞｼ 115.2 7.8 1976

小坂橋 46
ﾊﾁﾘｭｳﾊﾞｼ 95.5 4.5 1978

八竜橋 44
ﾀｷｶﾞﾜﾊｼ 115.8 6.5 1979

滝川橋 43
ﾐﾌﾈﾊｼ 93.7 8.5 1991

御船橋 31
ｵﾓｲﾃﾞﾊｼ 86.4 4.0 1991

思い出橋 31
ｺﾞｱﾝﾊﾞｼ 103.5 6.5 1993

五庵橋 29
ｷﾀｿﾞﾉﾊｼ 31.0 3.0 2005

北園橋 17
ｼﾓﾂﾞﾙﾊﾞｼ 24.9 5.0 1886

下鶴橋 136
ﾌｷﾉﾊﾞｼ 8.1 2.6 1886

吹野橋 136

77 L Ⅰ R7 -
RC溝橋(BOXカルバート)

76 L Ⅰ R7 -
RC溝橋(BOXカルバート)

H27

H27

80 L Ⅰ R7 -
ボックスカルバート橋

H27

H27

79 L Ⅰ R7 -
PCポステン中空床版橋

78 L Ⅰ R7 -
PCポステン中空床版橋

H27

H27

83 L Ⅰ R7 -
ボックスカルバート橋

82 L Ⅰ R7 -
ボックスカルバート橋

H27

H27

81 L Ⅰ R7 -
RC溝橋(BOXカルバート)

86 L Ⅰ R6 -
ボステンT桁橋

R1

R1

85 L Ⅳ R8 -
ボステン中空床版橋

84 L Ⅳ R6 -
RCT桁橋

R4

H28

89 L Ⅰ R6 -
PCポステンT桁橋

88 L Ⅰ R6 -
ボステンT桁橋

R1

R1

87 L Ⅰ R6 -
PCポステンT桁橋

92 L Ⅰ R6 -
ボステン中空床版橋

R1

H30

91 L Ⅰ R6 -
PCポステンT桁橋

90 L Ⅰ R8 -
PCポステンT桁橋

H28

R1

94 L Ⅰ R5 -
石橋

H30

93 L Ⅰ R5 -
石橋
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   点     点
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   点     点

 

   点     点  

   点     点

 

    点     点

点・工     点    

 

  点     点   
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橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回
想定対策工

構造形式
橋梁名 グルーピングNO

点検結果
R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

ｳﾄﾊﾞｼ 5.2 4.6 1938

宇戸橋 84
ｲｵｹﾉﾓﾄﾊﾞｼ 6.2 4.0 1953

井桶ノ元橋 69
ﾄﾞﾛﾊﾞｼ 25.5 2.7 1965

泥橋 57
ﾅｶﾞﾊｴﾊﾞｼ 4.7 2.8 1969

長生橋 53
ﾑﾒｲｷｮｳ27-4 4.5 6.1 1969
無名橋（27-4） 53
ﾑﾒｲｷｮｳ221-7 3.1 4.2 1969
無名橋（221-7） 53
ｱｻﾉﾔﾌﾞﾊｼ 11.8 3.6 1972

浅の薮橋 50
ﾀﾑｶｴﾊﾞｼ 4.8 2.7 1974

田迎橋 48
ﾅｶﾊﾀﾊﾞｼ 8.5 3.6 1975

中畑橋 47
ｷｮｳｴｲﾊﾞﾞｼ 6.2 3.1 1975

共栄橋 47
ﾅｶﾞｻｷﾊﾞｼ 30.0 3.0 1976

長崎橋 46
ｦﾀﾞﾗﾊｼ 8.7 4.1 1977

をだら橋 45
ｶﾜｶﾄﾞﾊﾞｼ 13.1 5.0 1979

川角橋 43
ﾓﾐｼﾞﾊｼ 12.3 8.0 1980

紅葉橋 42
ｵｻｺﾀﾞﾆﾊｼ 6.8 3.0 1988

小迫谷橋 34
ｼﾐｽﾞﾊｼ 19.0 7.0 1989

清水橋 33
ｴﾉｷｿﾞﾉﾊｼ 10.4 3.0 1989

榎園橋 33
ﾏｴﾀﾞﾊﾞｼ 38.5 3.0 1990

前田橋 32
ｶﾜｳﾁﾀﾞﾊｼ 12.9 4.0 1990

川内田橋 32

95 L Ⅰ R5 -
RC単純床版橋

H30

98 L Ⅰ R5 -
RC中実床版橋

H30

H30

97 L Ⅰ R5 -
RCT桁橋・RC溝橋(BOXカルバート)

96 L Ⅰ R5 -
RC単純床版橋

H30

H30

101 L Ⅰ R5 -
鋼単純Ｉ桁橋

100 L Ⅰ R5 -
RC中実床版橋

H30

H30

99 L Ⅰ R5 -
RC単純床版橋

104 L Ⅰ R5 -
RC単純床版橋

H30

H30

103 L Ⅰ R5 -
RC単純床版橋

102 L Ⅰ R5 -
RC単純床版橋

H30

H30

107 L Ⅰ R5 -
RC単純T桁＋PCポステン単純T桁橋

106 L Ⅰ R5 -
PCプレデン単純床版橋

H30

H30

105 L Ⅰ R5 -
PC単純ﾎﾟｽﾃﾝT桁

110 L Ⅰ R5 -
PCプレデン単純T桁橋

H30

H30

109 L Ⅰ R5 -
RC中実床版橋

108 L Ⅰ R5 -
PCプレデン単純床版橋

H30

H30

113 L Ⅰ R5 -
PC単純スラブ桁橋

112 L Ⅰ R5 -
ポステン箱桁橋

H29

H30

111 L Ⅰ R5 -
PC単純スラブ桁橋

 点     点   

 

 点     点    

 点     点  

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   

 

 点     点    

 点     点   
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橋長(m) 全幅員(m) 架設年次(年)

供用期間(年) 健全度 年度 次回
想定対策工

構造形式
橋梁名 グルーピングNO

点検結果
R4 R5 R13R12R11R10R9R8R7R6

ﾐﾔﾉﾊﾗﾊﾞｼ 6.5 5.0 1992

宮の原橋 30
ﾐｹﾊﾗﾊﾞｼ 8.9 25.9 1995

三ヶ原橋 27
ｶﾜｶﾞｼﾗﾊﾞｼ 6.2 4.2 2010

川頭橋 12
ﾀｷｵﾊｼ 75.0 12.5 1992

滝尾橋 30
ｻﾞﾒｷｵｵﾊｼ 313.0 10.0 2003

座女木大橋 19
ﾔｶﾀｶﾞﾜﾆｼﾞﾉｵｵﾊｼ 274.0 10.0 2003
矢形川虹の大橋 19
ｵｻﾞｶﾊﾁﾘｭｳｾﾝﾎﾞｯｸｽﾊﾞｼ - - 2022
小坂八竜線ボックス橋 0
ﾊﾁﾘｭｳｼﾀﾀｶﾉｾﾝﾎﾞｯｸｽﾊﾞｼ - - 2022
八竜下高野線ボックス橋 0
ｵｻﾞｶﾊﾁﾘｭｳﾆｺﾞｳｾﾝﾎﾞｯｸｽﾊﾞｼ - - 2022
小坂八竜2号線ボックス橋 0
ｼﾓﾀｶﾉｱﾏｷﾞｾﾝﾎﾞｯｸｽﾊﾞｼ - - 2022
下高野甘木線ボックス橋 0

116 L Ⅰ R5 -
RC中実床版橋

H30

R3

115 L Ⅰ R5 -
ボックスカルバート橋

114 L Ⅰ R5 -
PC単純スラブ桁橋

H30

H30

119 L Ⅰ R8 -
鋼上路式アーチ橋+単純鈑桁

118 L Ⅰ R8 -
PC4径間連続ラーメン箱桁橋

R3

R3

117 P2 Ⅱ R8 ひびわれ補修工、断面修
復工、橋面防水工

PC3径間単純ポステンT桁橋

121 L - R8 -
PCボックス

120 L - R8 -
PCボックス

R4

R4

123 L - R8 -
PCボックス

122 L - R8 -
PCボックス

R4

R4

 

 点     点    

 点     点   

 

  設 点・工     点

 点     点   

点

        点

    点     

 

点     点     

 点    

点

点    

 

点     点     

点     点    
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